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特集
＊編集の都合上，変更になることがあります
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編集後記

●昨年の 44 巻 1 号「現象学的研究における『方法』を問う」は，おかげさまで大きな反響をいた
だきました。本号はこれに続く西村ユミ氏の企画による特集で，ボリュームアップの増刊号と
してお届けしました。今回は看護研究者の方々も多く登場し，それぞれ研究成果をご紹介いた
だいています。これらの特集の背景は，西村氏を中心とする「臨床実践の現象学研究会」にその
一端があります。看護職はもちろん，哲学者や社会学者，宗教学者等々が一堂に会し，専門を
超え所属を超え毎回濃密な議論が活発に交わされ，常に何か新しい知が，いま，ここで生まれ
るといった地熱のようなエネルギーが漲っています。本号でも，「事象が示す通りに」（西村氏
の論文タイトルより），「方法論的な妥当性は，現象の側が強いてくるものなのだ」（前田氏の論
文より）など，印象深い言葉に満ちた論文の数々にはそうした熱気が宿っているように感じら
れ，特に村川氏の論文の最後のパラグラフは，質的研究の未来を高らかに謳って，深い余韻が
残ります。そう，本号は厚い，熱い増刊号です。	 （小長谷）
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北欧ケアの研究のために
もう1つの現象学的アプローチ	 　〔企画：浜渦辰二（大阪大学大学院文学研究科）〕

北欧ケア研究のために　浜渦辰二
患者に焦点を当てることは生活世界に焦点を当てることである 
ケア学というパースペクティヴ　Karin Dahlberg ／翻訳：浜渦辰二
北欧ケアの思想的な拠り所 	
問いとしての「福祉」　竹之内裕文
ホスピス／緩和ケアにおける生活世界ケアについて　齊藤美恵

●特別記事
日本の医療分野における質的研究の検討（第1報）
質的研究法を用いた論文数の推移　戈木クレイグヒル滋子

●連載
Words,words,words. ─学際的なダイアローグをめざして・4　江藤裕之
看護研究の基礎─意義ある研究のためのヒント・10　坂下玲子
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